
アニメの聖地巡礼と観光振興
─「ゾンビランドサガ」と「ガールズ＆パンツァー」を事例として─

安本 宗春＊・川中 郁実＊＊・矢野 聡真＊＊・前川 友哉＊＊

志戸 暉＊＊・前 秀寿＊＊・高島 大聖＊＊

Relationship between fans and the regionaly for the purpose of “pilgrimage”:
“Zombieland Saga” and “Girls und Panzer” as examples

Muneharu YASUMOTO, Ikumi KAWANAKA, Soma YANO, Yuya MAEGAWA,
Hikaru SHIDO, Hidetoshi MAE, Taisei TAKASHIMA

要 約

本論文は、アニメの聖地巡礼による観光振興について、「ゾンビランドサガ」と

「ガールズ＆パンツァー」のアニメ作品を事例とて検討することが目的である。日本で

は、アニメの制作本数増加とともに、実在地域をモデルとした作品が増加した。また、

アニメ作品の追体験を目的に作品舞台を訪問するアニメファンもいる。こうしたアニメ

ファンの行動は、「アニメの聖地巡礼」と称され、地域振興に寄与するものである。ア

ニメ舞台となった地域は、作品に登場したことを PR し、アニメファンの受け入れ方法

について模索するようになった。以下では、文献を通じて、アニメの聖地巡礼について

考察し、佐賀県全域を舞台とする「ゾンビランドサガ」、茨城県大洗町を舞台とする

「ガールズ＆パンツァー」での実態調査について述べる。
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1．はじめに

本論文は、アニメの聖地巡礼による観光振興について、「ゾンビランドサガ」と「ガールズ＆

パンツァー」のアニメ作品を事例に検討することが目的である。日本におけるアニメ総作品数

は、アニメ制作技術向上、海外需要拡大などにより、増加傾向である。アニメ視聴者の中には、

アニメ作品の追体験を目的に作品舞台地域へ訪問するアニメファンがいる。彼らの行動は、「ア

ニメの聖地巡礼」と称され、地域振興に寄与するものである。これは、アニメ作品が、アニメフ

ァンと地域との接点になるとともに、商品・サービスの開発、イベントの企画・実施から地域振

興を展開する機会となるのである。そして、地域住民やアニメファン同士の交流を通して、アニ

メでは描かれていなかった地域の魅力に気づき、地域により深くかかわっていく人々もいる。ア

ニメ作品舞台となった一部の地域では、アニメの聖地巡礼を活かした観光振興を模索するように

なった。

以下では、文献を通じて観光による地域振興とアニメによる聖地巡礼について考察を試みる。

なお、本論文は、地域創造学部プロジェクト型教育事業助成「茨城県大洗町を事例としたアニメ

の聖地巡礼と観光振興」と「アニメのロケ地誘致による観光振興」の一環として実施した実態調

査に基づくものである。共同執筆者である安本宗春は、本研究の基本的な方針を定め 1を執筆し

た。矢野聡真、前川友哉、川中郁実は、聖地巡礼とファンについて整理の 2と佐賀県の調査結

果、考察の 3を執筆した。そして、志戸暉、前秀寿、高島大聖は、茨城県大洗町の調査結果調査

結果、考察をまとめた。そして全体を俯瞰し、安本宗春が 4をまとめた。

2．観光振興とアニメの聖地巡礼

2.1．アニメと作品舞台
日本におけるアニメ総作品数は、アニメ制作技術向上、海外需要拡大などにより、増加傾向で

ある。例えば、「今後はどんな日本のコンテンツを見たい？」という質問に対して、インドネシ

ア、タイ、マレーシア、ベトナム、インドの各国は、「アニメ」または「マンガ」を 1位に回答

している（1）。日本アニメの人気は、アジア圏内をはじめ、アメリカやヨーロッパなど、世界各地

に波及するとともに関連するイベントが開催されている。内閣府は、外国人が日本の魅力として

とらえるものを推進するクールジャパンの一環にアニメやマンガを含めている。日本で作り出さ

れるコンテンツは、世界中から人々をひきつけ、作品の応援者として価値を共有できる要素を持

っているといえる。

かつてアニメは、小さな子どもが見るものと考えられていた。ところが、1990年代後半に放

送された作品『新世紀エヴァンゲリオン』の放送を契機に大人もアニメを見るようになった。ア
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ニメの制作本数が増加するに連れ、実在の地域をモデルとした作品も増加した。例えば酒井

（2016）が実在の場所を描いたアニメ本数を調査した。これによると 2000年が 4本であるのに対

し、2015年が 70本と増加傾向にある（2）。アニメの聖地巡礼の対象作品は、コンテンツの中に地

域が描かれたものである。コンテンツの中に描かれる地域は、建物などの風景、特産品や祭りな

どの地域資源である。こうした地域資源は、実在するものをそのまま描写する場合もあれば、地

域資源を基にアレンジする場合もある。

コンテンツのファンが、作中の理解を深めるために、その作中で描写される地域に訪れること

がある。つまり、コンテンツが、国内外を問わず人々や地域を結ぶ接点となるのである。地域に

訪れ、地域住民やファン同士の交流を通して、アニメでは描かれていなかった地域の魅力に気づ

き、地域により深くかかわっていく人々もいる。つまり彼らは、アニメの中に登場した場所に赴

きアニメに登場した地域の場所を探すことで、アニメとリアルの間にいるような錯覚を体感する

ことにより満足を得ている。その地域に赴くだけでなく、地域住民やファン同士の交流を通し

て、アニメでは描かれていなかった地域の魅力に気づき、地域により深くかかわっていく人々も

いる。

2.2．アニメ作品の追体験
アニメの作中に出てくるキャラクターやストーリーに興味関心を持つ人々がいる。彼らは、作

品に関連する商品・サービスの消費、作中で出ていた地域を「聖地」として訪問する場合があ

る。彼らの訪問目的は、キャラクターが見た景色や町並み、食べた物、イベントなどを追体験す

ることである。つまり、アニメに描かれた世界を現実社会で自分自身が体験することにより高揚

感を得ているのである。インターネットが普及した現代では、掲示板や個人ブログなどを利用し

てコミュニケーションがとりやすくなった。アニメを見て作品舞台を訪問したファンが、その様

子をネットに掲載、それを見た別のファンがその作品舞台を訪問といったサイクルも出てきてい

る。

そして、アニメ作品の舞台地域を訪問する人々の増加は、「アニメの聖地巡礼」と社会現象の

一つとして多くの人々に定着したといえよう。2005年の「平成の新語・流行語辞典」によると

「聖地巡礼」について「アニメや漫画・映画・ドラマなどの舞台になった地を訪れること。『オタ

クツーリズム』とも言う」（3）と説明している。このアニメの聖地巡礼する「ファン」は、「マニ

ア」や「オタク」とも称されることもあり、広く観光客の一環ととらえることができる。また、

このようなアニメの世界を追体験することは、その地域を体験することでもある。

「アニメツーリズム協会」によるアニメ聖地選定は、国内外のアニメファンを対象とした投票

結果をもとに、権利者、地方自治体等との協議を協会事務局が行い、その結果をもとに理事会で

総合的に判断し決定する。選定基準の中に、「アニメ聖地の候補は作品の舞台、モデルとしてフ

ァンに一定の認知を得ていることを前提とする」（4）とあり、作品の認知度も重要な要素といえよ

安本・川中・矢野・前川・志戸・前・高島：アニメの聖地巡礼と観光振興

― ４１ ―



う。

つまり、アニメファンが選んだ場所や製作委員会が聖地だと明記した場所が「アニメ聖地」と

して認定されているのである。その中でもアニメの聖地巡礼となりうる作品は、マイナーな作品

で視聴者層が狭いサブカルチャーと位置付けられる傾向があるように見受けられる。こうした視

聴者層は、アニメ作品への忠誠心が高く、目的意識を持ちモデルとなった地域に関わろうとする

傾向がある。

モデルとなった地域では、作品舞台であることを PR し、人々の受け入れ方法について模索す

るようになった。取り組みが活発化している背景には、彼らの受け入れが地域振興の一手段とし

て考えられるからであろう。

2.3．アニメの聖地巡礼による観光振興
アニメの聖地巡礼の観光客は、アニメ作品の追体験が訪問目的である。現実の地域が、イベン

トの企画実施、交流スペースの設置など作品に歩み寄ることで、地域社会とコンテンツとの融合

が進行する。地域が作品に歩み寄ることで、その地域にコンテンツが受け入れられたと認識す

る。そして、ファンと地域社会の双方がアニメの受け入れを介して交流の契機となるのである。

地域がファンを受け入れるための取り組みは、これまで縁が無かった市場を創出する可能性を

有している。2005年に国土交通省・経済産業省・文化庁は、「映像等コンテンツの制作・活用に

よる地域振興のあり方に関する調査」の報告書をまとめている。同報告書では、「コンテンツ

ツーリズム」について、「地域に『コンテンツを通して醸成された地域固有の雰囲気・イメージ』

としての『物語性』『テーマ性』を付加し、その物語性を観光資源として活用」（5）と指摘してい

る。また、KADOKAWA（2019）は、アニメツーリズムの楽しみ方について、「見る」、「味わ

う」、「買う」、「知る」、「体験する」の 5つを挙げている。5つに共通することは、作中に出てき

たこと楽しむ過程から、その地域についても知ることができることを挙げている。こうしたこと

から、アニメをきっかけに地域を知り訪問する行動は、地域への経済効果や賑わいを創出するも

のとなる。さらに、地域の自然環境や文化、人々と交流する過程から地域のファンになるという

事例もでてきている。

アニメ作品に地域が描かれることは、多様な人々が共有しやすいテーマを得る機会でもある。

共有しやすいテーマは、より多様な人々との関係性を構築するハードルを下げることにも寄与す

る。すなわち、商品・サービスの開発、イベントの企画・実施から地域振興を展開する機会とな

るのである。山村（2008）は「商工会が、神社・商店・ファン・著作権者・域外企業といった主

体とそれぞれ双方にメリットがあるような形で関係性を構築」（6）がアニメの聖地巡礼における観

光振興に必要であることを指摘している。つまり、アニメの聖地巡礼により観光振興を展開する

には、作品を通じて様々な人々や組織と関係構築することが求められる。アニメの聖地巡礼によ

る観光振興は、商品・サービスの企画・販売へのハードルが低いことが特徴といえよう。アニメ
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作品は、その地域に実在する世界を描写している。それゆえ、アニメの聖地巡礼における商品・

サービスは、①もともとその地域で提供されてきた商品、②アニメ作品に描かれたものを新規に

商品化、の大きく二つに部類することが出来よう。つまり、商品・サービスの企画販売は、版権

を持つ制作会社との調整が必要ものばかりとは限らない。

埼玉県鷲宮町を舞台とした「らき☆すた」（2007年放送）、兵庫県西宮市を舞台とした「涼宮

ハルヒの憂鬱」（2006年～2009年放送）などの作品は、放送終了後も地域とファンとの関係がア

ニメ続いており、持続的にアニメを活用し集客している様子が確認できる。こうした様子から、

アニメをテーマとしつつ、連携する契機となっていることがわかる。アニメの聖地巡礼を目的と

して訪れた観光客は、その地域に訪れることに大きな満足を得る。そして、もともとその地域で

提供されてきた商品であっても、アニメ作品に登場したものを消費することに対して、より大き

な満足感を得ることができる。

3．佐賀県の現地調査と考察（ゾンビランドサガ）

3.1．ゾンビランドサガの概要
ゾンビランドサガは MAPPA、エイベックスピクチャーズ、Cygames により制作されたアニメ

作品である。キャッチコピーは「私たち、生きたい！」。「ゾンビ×アイドル×佐賀県」のコンセ

プトのもと、一度は死んでしまった少女たちがゾンビとして蘇り、プロデューサーに導かれなが

ら佐賀県を救うためアイドルとして活躍するオリジナルアニメーションである。2018年 10月か

ら第一期が、2021年 4月から第二期が放送されており、公開日時は未定であるが、劇場版の製

作も決定している。このアニメは佐賀県全体を舞台としており、アニメの各回で佐賀の観光スポ

ットや人気のお土産などが細かく描写されている。

アニメ制作の背景には、株式会社 Cygames の社長（渡邊耕一氏）が佐賀県の伊万里市出身で、

自身の故郷の活性化に協力したいことが動機である。そこで、佐賀県のフィルムコミッション（7）

へ佐賀を舞台にしたアニメによる町おこしを提案した。この提案に対し、金銭的な援助が困難で

あったので、ロケハン場所の提案や撮影のアポ取りなどの協力をした。行政がロケハンに協力す

ることにより、学校などの教育機関での撮影交渉が円滑に進んだ。同様に、幕末時代の佐賀を扱

った内容（アニメ二期第 8・9話に『佐賀事変』）では、歴史の事実確認に、実際に学芸員のとこ

ろへ製作陣と共に取材も行った。アニメ放送開始後は、作品のポスターを佐賀県内の観光施設や

公共施設に貼らせてもらえるかを頼む文章作成やポスターの郵送、佐賀県の広報誌「県民だよ

り」に作品の情報を掲載など県内での作品 PR を実施した。

このように、作品制作過程において公的機関と制作会社とで「協力・連携・信頼」が構築され

ていた。これは、製作委員会はアニメ製作にあたって、佐賀にリスペクトを持って接しているの

が伝わるという。このように、アニメの地域とファンに与えた影響は大きく、良い関係性だから
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こそ製作側も PR に積極的である。それにより、制作会社からみて作品制作がスムーズに進行、

行政は、アニメ作品活用の手続きの簡素化、に寄与していることをうかがわせる。アニメのエン

ディングには取材協力の企業や組織が記載されている（図表 3-1）。この記載から、佐賀県内に

拠点を置く多くの企業や組織が協力していることがわかる。また、製作側からゾンビランドサガ

という権利を貸してもらうことにより、様々な PR を行えるようになった。作品内で主人公が所

属しているアイドルユニットであるフランシュシュを県の PR 大使として任命したり、ゾンビラ

ンドサガの聖地巡礼ツアーの番組に有名人を起用したり、聖地巡礼ガイドブックを作成などであ

る。

佐賀県では、県全体を対象としたデジタルスタンプラリーキャンペーンを行っている。これ

は、佐賀県内の観光施設や宿泊施設（約 200か所）と連携し、県内の周遊を促し、認知度向上を

図ることが目的である（8）。第一期放送後の 2019年 7月に行われたイベントの参加者数は、

22,544人であった。これは、前年度の約 2.6倍もの数に膨れ上がった（9）。メインターゲット層で

ある福岡県からの参加者が最も多く、男女比は 6割男性、4割女性であり男女共に人気がある作

品であるといえよう。また同年、県庁にてアニメコラボのプロジェクションマッピングを開催し

た。初の有料（小学生以上一律 500円）での開催にも関わらず、翌年のゾンビランドサガを起用

していない年と比べ、約 2倍の人が来場した。この結果から、作品の有無によって参加者の数は

大きく変わり、経済効果も大きく変わってくるといえよう。

さらに、「ネットユーザーが本気で選ぶ！アニメ総選挙」において、2018年に年間大賞 1位を

獲得、「東京アニメアワードフェスティバル」においては、2019年にアニメオブザイヤー部門作

品賞・テレビ部門で 1位を獲得した。これは、前者がファンによる投票、後者が製作会社や評論

家などのアニメのプロフェッショナルが選んだものであり、ファンからもプロからも支持される

ほど人気となった作品で、放送後の反響はとても大きかったことをうかがわせる。他にも「第 5

回全国ふるさと甲子園」において、佐賀県唐津市が「行きたいまち NO 1」を受賞した。このイ

ベントは、アニメやドラマなどの「サブカルチャー」とその町の「食」の二つを持ち合わせてい

る自治体が、ブースでの食事の提供や舞台上での PR を行い、来場者と審査員が投票でどの町が

良かったかを決めるイベントである。他の自治体は、市の職員が地域の PR をしている中、唐津

市は、佐賀県広報広聴課の近野氏、唐津市の市長に加え、作品の主演声優、Cygames のプロデ

ューサーの計四名でのトークショーを行った。唐津市とコンテンツがかなり良い関係値であるこ

とがファンにも伝わった結果のグランプリだと考えられる。
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図表 3-1 アニメへの取材協力（ゾンビランドサガ）

場所（1期） 場所（2期）
アニメの取材協力 アイキャッチ アニメの取材協力 アイキャッチ

佐賀県フィルムコミッション
仮面女子 SUPER☆GIRLS
劇場版ゴキゲン帝国 でんぱ組．inc
アイドルカレッジ
LIVEHOUSE GEILS

小島食品工業株式会社 ○ 小島食品工業株式会社
佐賀県立佐賀城本丸歴史館 ○ 株式会社駅前不動産
佐賀県農業協同組合 ○ 尾崎人形保存協会
竹下製菓株式会社 ○ 杉ノ原放牧場
風月堂 宗政酒造株式会社
カフェモカ 祐徳稲荷神社
嬉野温泉ホテル華翠苑 株式会社サガテレビ
ドライブイン鳥 株式会社エフエム佐賀
ガタリンピック実行委員会 新油屋
株式会社釜揚げ牧のうどん ○ 井手商店
唐津市 ○ サンポー食品株式会社
株式会社村岡屋 ○ 佐賀ターミナルビル株式会社
伊万里湾花火大会実行委員会 ○ 公益財団法人佐賀市文化振興財団
鳥栖市 松原おこし麻生本舗
まちづくり機構ユマニテさが 森とリスの遊園地 メルヘン村 ○
有明ガタゴロウ ムー編集部
佐賀市はシシリアンライス de どっとこむ 株式会社ニコー商店
ふじ川蒲鉾 ○ 宮島醬油株式会社
馬郡蒲鉾株式会社 ○ 株式会社スーパーモリナガ
唐津市 ボートレースからつ
波戸岬サザエのつぼ焼き売店 ○ 佐賀県立加賀東高等学校
富久千代酒造有限会社 ○ 株式会社バンダイ
公益財団法人鍋島報效会 ○ 鶴乃堂本舗 ○

ことほむ合同会社
神崎氏
新北神社
三味線：河野文
株式会社サガン・ドリームス
ベストアメニティ株式会社
カルチャー焼きオックスフォード ○
株式会社危機管理教育研究所
陶山神社 ○
吉野ケ里歴史公園 ○

※アイキャッチは、アニメと CM の間に流れる一枚絵である。
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3.2．現地と考察（佐賀県）（10）

以下では、アニメに関する取り組みについて筆者らが訪問した 3つの地域を比較しながら検討

を進める。

3.2.1．佐賀市
佐賀市内には計 4か所にキャラクターが描かれたイラストマンホール（11）が設置されている。

マンホールに描かれているイラストは、各市町の名産品・名所をモチーフにしており、今回訪れ

た 656（むつごろう）広場も実際に作中に登場した。マンホールに描かれている星川リリィは、

656広場がアニメに登場する第 8話「GOGO ネバーランド SAGA」にて重要な立ち位置におり、

ファンがそこに訪れることによってアニメの雰囲気により一層浸ることが出来る（写真 3-1）。

佐賀市のご当地グルメである、シシリアンライス（12）を紹介するガイドマップの無料配布を実

施した。アニメのアイキャッチに登場し、公式ガイドブックにもおすすめグルメとして紹介がさ

れている。こうした一枚絵からの紹介でもアニメの雰囲気を感じることが出来た。一部の土産店

などで主人公たち「フランシュシュ」のパネルを展示していた（写真 3-2）。ただし、後述する

地域と比較して、パネルの設置やコラボしたお土産物などが少ない。

3.2.2．唐津市
唐津駅の改札を抜けた先に担当声優のサインが書かれたキャラクターのパネルが設置されてい

た（写真 3-3）。また、駅から徒歩 2分の場所にある「ふるさと会館アルピノ」は、アニメ第 12

話「グッドモーニングアゲイン SAGA」でライブ会場として登場しており、2019年には、実際

にフランシュシュの担当声優たちがリアルライブを開催した会場にもなった（写真 3-4）。館内

写真 3-1 656広場のマンホール
8月 18日撮影

写真 3-2 バルーンミュージアムにて
8月 18日撮影
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にはゾンビランドサガと企業がコラボした商品をはじめ、佐賀県のお土産が販売されていた。関

連グッズや設置されたパネルは調査した場所の中ではアルピノが特に多かった。

また、唐津市にはフランシュシュの住居モデルとなった唐津市歴史民俗資料館がある（写真 3

-5）。現在は老朽化により休館している。2018年 11月 25日に行った「近代化遺産全国一斉公

開」に合わせた特別公開時には、例年の 2.5倍もの見学者が訪れた。また唐津市のふるさと納税

返礼品には、アニメの DVD・Blu-ray ボックスが採用されている。

写真 3-3 唐津駅にて
8月 19日撮影

写真 3-4 唐津市ふるさと会館アルピノ
8月 19日撮影

写真 3-5 唐津市歴史民俗資料館
8月 19日撮影
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3.2.3．嬉野市
嬉野市は温泉地であり、温泉街のお土産店内にはキャラクターのパネルが設置されていた。し

かし、写真を撮るには店内で買い物をする必要があり、店の売り上げにも貢献しているようであ

った（写真 3-6）。

嬉野市の中で特にファンが訪れているのが温泉街の中にあるカフェモカである（写真 3-7）。

この店はアニメ第 4話「ウォーミング・デッド SAGA」にてフランシュシュたちのマネージ

ャーである「巽幸太郎」が営業の交渉を持ちかけるシーンで登場する。一話のみの登場であるも

のの、店の情報や場所が分かると聖地巡礼を目的とした人が多く訪れるようになった。店内はア

ニメのポスターが張られており、アニメ目的で訪れたことが分かるとファンが有志で製作したア

クリルスタンドなど、写真を撮るための道具を用意してくれた（写真 3-7）。また、12月から 5

月の期間限定でアニメに登場したいちごパフェとコーヒーがセットになった「営業セット」とい

うものが販売されている。

この店が聖地としてファンから人気な理由は、アニメに登場しているからだけではない。店内

には訪れたファンが有志で制作したグッズや公式で販売されているグッズを持ち寄って作られ

た、「祭壇」を設置している（写真 3-8）。また、交流ノートがあり、カフェを訪れたファンがコ

メントを書き残していた。交流ノートにはアニメでキャラクターの声を担当した声優のコメント

も確認できた。交流ノートはファンどうしの交流の場のツールとして機能している。

ヒアリングによると、アニメに登場してから毎日聖地巡礼を目的としたお客さんが訪れてい

る。交流ノートを読んでみると日付が途切れることなくコメントが綴られていた。コロナ渦でお

客さんが減ってしまったときは、近隣に住むファンがノートを途切れさせてはいけないと店を訪

れていた。また、アニメの登場を機に店員もアニメを見るようになり、更に訪れるファンへの対

応も良くなっていった。店内の交流ノートはカフェモカを訪れたファンに「ガールズ＆パンツ

ァー」（13）の交流ノートを参考にしてみてはどうかと意見が発端である。

写真 3-6 すーべにあしょっぷ笑蔵にて
8月 20日撮影

写真 3-7 カフェモカ
8月 20日撮影
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3.2.4．全体を通して
アニメ放映から約 1年が経過した現在でも、アニメを活用した取り組みが多く確認できた。た

だし県庁所在地である佐賀市より、アニメの基本的な舞台となっていた唐津市・嬉野市がより聖

地としての役割を担っているように感じた。これらは、2市が元々観光地として機能しているか

らこそのノウハウから来ているのだと考えられる。

実際に現地調査は叶わなかったが、このほかにも地域との関わりが見られる場所がある。伊万

里市の「ドライブイン鳥」は鳥料理の専門店であり、アニメには第 5話「君の心にナイスバード

SAGA」に登場した。実際にアニメに店舗が登場しただけでなく、社長である有浦定幸氏が本人

役として作品にも登場している。また、公式キャラクターであるコッコくんも登場している。店

内にはフランシュシュのパネルが、伊万里店の前には、この回のメインキャラクターである二階

堂サキのマンホールが設置されている。伊万里市では他にも毎年 Cygames が主催で「伊万里湾

大花火」が行われる。このイベントのために描き下ろしビジュアルが制作されるなど、PR 大使

としての活躍も見られる。さらに、2019年には担当声優が来場し、トークイベントも開催され

た。唐津城や唐津くんちなど、観光資源が多い唐津市は、佐賀市と比べると観光客向けのガイド

マップや観光案内板の設置など観光に力を入れている様子が伺えた。

佐賀県では佐賀県庁広報広聴課とフィルムコミッションが窓口となっており、アニメに登場し

た場所で声優をゲストに招いてのイベント開催、アニメのライセンスを使用したコラボパッケー

ジ商品の販売などを行っている。この商品はアニメのアイキャッチに利用されたものも多く、フ

ァンにとっては「見たことがある」ものであり、欲しいという心理が働く。他にも、県内全市町

にキャラクターマンホールを設置しており、ファンの足を運ばせる効果もみられる。

また、県全体が対象のデジタルスタンプラリーの開催は、アニメが県全体を舞台としているこ

とに加えて、開催協力に県庁が関わっていることが大きい。市町村ではなく県が主導となってい

るため、規模の大きいイベントを開催することが可能となっている。この県が主導で行っている

という点は、他のアニメ聖地にはない、ゾンビランドサガだからこその強みであるといえよう。

写真 3-8 カフェモカでの有志グッズ
8月 20日撮影

写真 3-9 カフェモカの祭壇
8月 20日撮影
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3.3．現地調査からの考察（佐賀県）

川中郁実

現地調査や資料などで調査をしていると、各企業や店舗など個別でアニメとコラボなどを行っ

ている印象が強かった。そこで、商店街や駅の周辺など一定地域でまとまってキャンペーンを行

ってはどうかと考えた。範囲を決めることで周辺地域の交流や来訪地域の厳選に繋がる。ゾンビ

ランドサガは「佐賀県」が舞台だったため、聖地巡礼と言っても選択肢が多く、どこを訪ねるか

実際に悩んだ。このイベントのために行こうとなると観光客も集中しやすいのではないか。

矢野聡真

今回、佐賀県のフィールドワークを通して感じたことは、県内全域が舞台であるとはいえ、ゾ

ンサガはまだアニメ放送から日が浅いこともあって、住民全体への認識共有が不十分で、かつゾ

ンサガが地域発展に日常的に活用されているという事例が少ないということだ。

比較対象である大洗町と違って、今回現地調査をした中でゾンサガを普段から活用していると

いう場所はカフェモカくらいであった。ここからさらにゾンサガを佐賀県民にとっての日常にし

ていくのは時間と根気が必要になると想像されるが、これが実現された日には、大洗町のように

ファンがリピーターとなって何度も訪れてくれる機会が増えると考えられる。その一歩として、

ファンが聖地巡礼しやすいように、アニメで登場した場所には、登場した話数とそれに関連した

キャラクターのパネルやイラストなどを配置するといった配慮も必要であると考えた。そして、

これを現地住民にとっての当たり前に昇華させて、住民がファンを受け入れる体制をいち早く作

ることが、ゾンサガによる地域発展をさらに強固なものにすると考える。

前川友哉

ゾンビランドサガのアニメの聖地巡礼の調査から、作品に登場した場所が忠実に再現され、キ

ャラクターパネルやマンホールの設置などの取り組みから、佐賀県のことを知ってもらいたいと

いうことを感じた。しかし、行政としては力を入れて取り組んでいるものの、県全体で規模が大

きいことから、各地域により取り組みの差が大きいことを感じた。アニメファンが集まって交流

できる「カフェモカ」のような場所が、各地域にできることで、佐賀県を広域的に巡る機会にな

ると考えた。

4．茨城県大洗町の現地調査と考察（ガールズ＆パンツァー）

4.1．ガールズ＆パンツァーの概要
ガールズ＆パンツァー（以下ガルパン）は、大洗女子学園に通学する有名な家元の娘が、戦車
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を操縦し戦闘する「戦車道」の全国大会で優勝を目指すストーリーである。ガルパンは、2012

年 10月から 2013年 3月まで、全 12話を 23時以降の深夜枠で放送された。2022年現在では、

数年に 1度の頻度で最終章が公開されている。

大洗町がガルパンの舞台に選定には、東日本大震災の復興手段が背景にある。当時、東日本大

震災の被害が大きく、アニメのプロデューサーに、「この町をガルパンの舞台にしてくれ」と頼

まれ、スタートした。当初は、舞台にしても町おこしはしないという方針があった。しかし、

2012年のあんこう祭りで声優を呼んだことが契機となり、スタンプラリーなどの様々な企画が

実施されるようになった。

この作品は、アニメ・劇場版そして最終章の取材協力は 43か所である（図表 4-1）。この半数

は、大洗に拠点があるとともにアニメ・劇場版と最終章のどちらにも協力している。作中では、

主人公たちが通っている学校は学園艦と呼ばれている超巨大空母のような船舶の甲板上に町ごと

所在している。ただし、取材協力の頻度は作中の登場回数とは関係がない（12話＋劇場版）。理

由は、普段船の上で生活しているうえに試合が特別会場であるためあまり街並みが描写されない

からである。そのため、作中で大洗町の景色が描写される回数が多いとは言い難い（図表 3-1）。

アニメの取材協力を契機に、グッズの販売や等身大パネルの設置など、聖地巡礼の受け入れの

関連事業を実施がある。このうち、2022年現在で、○は今でも関連事業を行っている企業（65

％）・△は関連事業をしていた企業（14％）・そして×は関連事業を一度もしていない企業（21

％）を表している（図 3）。ただし、関連事業をしていた企業も新型コロナウイルスの影響で中

止している企業もあることに留意する必要もあろう。
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図表 4-1 アニメへの取材協力（ガールズ＆パンツァー）

協力企業一覧 関連事業実施の有無
アニメ・劇場版 最終章

茨
城
県
（
大
洗
）

茨城県大洗町 ○ ○ ○
茨城県 ○ ○ ×
茨城県大子町 ○ ○ ×
茨城県広報広聴課 ○ ○ ×
大洗町商工会 ○ ○ ○
大洗観光協会 ○ ○ ○
大洗商工観光課 ○ × ×
大洗青年会議所 ○ ○ ○
大洗商工会青年部 ○ × ○
旧上岡小学校 ○ × ×
茨城交通株式会社 ○ ○ ○
ガルパンギャラリー × ○ ○
鹿島臨海鉄道 ○ ○ △
アクアワールド茨城県水族館 ○ × ○
大洗磯前神社 ○ × ○
大洗リゾートアウトレット ○ ○ ○
oarai クリエイティブマネジメント ○ ○ ○
大洗ゴルフ倶楽部 ○ × △
肴屋本店 ○ ○ ○
ドルフィン × ○ ○
大洗シーサイドステーション ○ ○ ○
大洗ホテル ○ ○ ×

茨
城
県
（
大
洗
）
以
外

プラッツ ○ ○ ○
チャンピオン RED 編集部 ○ ○ ×
ピットロード ○ ○ ○
マックスファクトリー ○ ○ ○
バンダイナムコエンターテインメント × ○ ○
イベントサポーターズ KGO × ○ ×
KADOKAWA × ○ ○
凸版印刷株式会社 × ○ ×
テレプロ × ○ ○
三井住友 × ○ △
ARISTRIST × ○ ○
フィール × ○ △
サークル・K・サンクス ○ × △
ファインモールド ○ ○ ○
あだちビデオ製作室 ○ ○ △
タツノコプロモ部 ○ ○ ○
ホビーリングジャパン × ○ ○
タヤマ石油 ○ × ○
スカイマーク × ○ ○
Happy Elements × ○ △
MOL 商船三井フェリー ○ × ×
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4.2．現地調査と考察（大洗町）（14）

大洗町におけるアニメの活用について、パネルの設置と店舗の取り組みに着目し述べる。大洗

町で商店を中心に設置しているアニメ作品のパネルは、2種類ある。1つは、等身大のキャラク

ターが描かれたパネルで 50名以上ある（写真 4-1）。もう 1つは戦車が描かれたパネルで 45両

ある（写真 4-2）。このパネルは、商工会が 9,000円のうち 6,000円を負担し、設置してくれそう

な店舗に声をかけて進めた。設置した店舗は、パネルの裏にキャラクターの名前や性格などを記

載し、ファンの人と少しでもコミュニケーションを取れるよう工夫もある。また、作品は、戦車

が登場することから戦争をイメージさせる内容である。それでも、高齢者などから作品への反対

意見はなく、戦車パネルの設置はスムーズに行われた。

また、パネルを設置している店舗では、そのキャラクターと店舗に関係するコラボ商品の企

画・販売や関連グッズを展示していた。筆者の訪問時には、商品購入者を対象に、新年のお祝い

としてキャラが描かれた缶バッチをプレゼントしてくれるサービスを確認できた（写真 4-3）。

訪問、調査した 4店舗（「山戸呉服店」、「ブロンズ」、「大洗シーサイドステーション」、「クッ

クファン出張所」）では、それぞれのお店のコンセプトに基づいて商品を企画・販売しているこ

とが確認できた。

「山戸呉服店」は、着物や洋服、子供の体操服などを取り扱っている（写真 4-4）。ここでは、

アニメ作品に出てきた学校の校章などをタオルにして販売していた。喫茶店の「ブロンズ」の店

内には、ファンから頂いたグッズが展示されていた（写真 4-5、写真 4-6）。メニューは、作中に

出てきた鉄板ナポリタンを再現したものを提供していた（写真 4-7）。そして、お会計時には、

作中で出てきた硬貨の単位やレシートが使用されていた。大洗シーサイドステーションは、ショ

ッピングモールには、1～2人前の戦車カツを提供しているクックファン出張所、ガルパングッ

ズを販売しているガルパンギャラリー、ショーケース大洗が併設されていた。クックファン出張

所は、戦車カツを提供している。この戦車型カツは実際に作中に描かれた料理である（写真 4-

8）。シーサイドステーションに併設されているガルパンギャラリーでは、様々なグッズ販売がな

されており、店内はその商品を使った装飾がなされていた。レジの下に履帯が付いており、戦車

の車体下部のようになっている。ショーケース大洗は、ガルパンギャラリーの隣に設置されてい

る。ここは、ガルパンをはじめ、様々な趣味を持つ人々がフィギュアやプラモデルをショーケー

スに飾っており展示会のようになっている。レンタルショーケースの中に、自分の趣味のものを

展示や、同じ趣味の人たちと交流する場所である。マリンタワーではガルパンとのコラボカフェ

が開かれていた。その店内は、①主人公たちが乗っている戦車の砲身が立体となって飛び出して

いる、②店内に飾られた多くのグッズ、③呼び出しボタンが戦車の形で発砲音、などのファン

サービスが確認できた。

鹿島臨海鉄道は、ガルパンのラッピング車両を導入していた。車両のラッピングには、ボラン

ティアを募集して実施した。また、ガルパンに関連したグッズの企画販売、キャラクターパネル
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の設置、などの取り組みも確認できた。

写真 4-1 お茶の国井屋本店
2022年 1月 6日撮影

写真 4-2 潮騒の湯
2022年 1月 7日撮影

写真 4-3 記念アクリルバッジ
2022年 1月 17日撮影

写真 4-4 山戸呉服店
2022年 1月 6日撮影
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4.3．ヒアリング・アンケート調査
上記の実態調査を踏まえ、ガルパンの商品を提供している店舗、観光客を対象に志戸が調査を

実施した。

店舗は、①「来客層や仕入れ内容の変化」、②「町中に戦車やキャラクターのパネルが設置へ

の反応」、③「ファンに対する好感度」、④「大洗がガルパンの聖地への評価」について 2022年

10月 13日～15日の期間にヒアリング調査を実施した。①「来客層や仕入れ内容の変化」は、来

客層、仕入れ内容ともに大幅に変化したと答えが多かった。特にガルパン一色のお店にはファン

の方が 9割で一般のお客さんが来るのは稀だと語っていた。②「町中に戦車やキャラクターのパ

ネルが設置への反応」は、お店の人も一般の大洗に住んでいる方々も年齢関係なく不満を持って

写真 4-5 軽食喫茶ブロンズ
2022年 1月 6日撮影

写真 4-6 軽食喫茶ブロンズ 内装
2022年 1月 6日撮影

写真 4-7 鉄板ナポリタン
2022年 1月 6日撮影

写真 4-8 戦車カツⅣ号戦車
2022年 1月 7日撮影
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いる意見はなかった。③「ファンに対する好感度」は、お店で働いている人たちは全体的に好感

度が高かった。その理由は、ほとんどの人が礼儀正しいから、である。この礼儀正しいは、「客

が多いときに自然に列を作ってくれた」、「料理に対しての感謝の言葉があった」ということであ

る。一般の人達の好感度は「どちらでもない」が一番多く、その次に「いい」があった。④「大

洗がガルパンの聖地への評価」は、お店を経営している人たちは 7店舗中 6店舗が「よかった」

と回答していた。その理由は「潰れかけていたお店が救われた」や「お店を心配してくれる人が

多く、みんな子供や孫見たい」というような意見があった。残りの一店舗が「どちらでもない」

だった。

観光客へは、ヒアリング調査が 2022年 10月 13日～15日、web 調査が 2022年 10月 13日～

11月 30日である。調査での年齢層の割合は 15歳以下が 1人、15歳～20歳が 2人、26歳～30

歳が 1人、31歳～35歳が 1人、41歳以上が 1人である。この 7人の中で大洗に訪れたことがあ

るという人は 4人だった。そして、その 4人中 3人が 4回以上訪れていた。そして、大洗に住ん

でいる方々の好感度については 5人中 4人が「とてもいい」と回答していた。最後に、大洗町を

聖地として好きなのか、それとも大洗の町そのものが好きなのかという質問に対しては 6人中 5

人が両方という回答だった。

4.4．現地調査からの考察（大洗町）

志戸暉

大洗町を訪問し、聖地として長続きするための様々な努力や人の温かさを感じることが出来

た。例えば、大雪で電車が止まるか止まらないか危ない時に、お店の店員さんがお店の外に現状

を伝えに来てくれたことや、缶バッジの配布などである。ファンの方へのアンケートでほぼ全員

図表 4-2 調査結果
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が聖地としても大洗町としても大好きだと答えた理由と感じた。このようないい状況が続けば例

え作品が終わったとしても聖地としてすぐ終わるということはないのではないだろうか。

高島大聖

私は大洗町に度々来訪して多くの巡礼者と交流してきた。その中でも、新型コロナウイルス流

行以前に開催されていた大洗町の冬の風物詩である「あんこう祭」では、多くの巡礼者やファン

と交流する機会があり、巡礼やファンが大洗町に対してどのように感じているのか、どのような

存在であるのかを直接聞くことができた。大洗町は巡礼者やファンにとって故郷のような温かい

居場所であり、アニメに関係なく大洗町の人の優しさや町の魅力に惹きつけられ定期的に来訪し

ているという人が多くいました。このような事から、大洗町はアニメ聖地としてだけではなく、

巡礼者やファンの居場所として多くの人から愛される地域となっている。巡礼者やファンと地域

住民の信頼や関係があってこそ、このような地域を作り上げることができているのではないだろ

うかと考えられた。

前秀寿

茨城県中部の県央地域に位置する大洗町は、アニメ「ガールズ＆パンツァー」の舞台となった

場所であった。この作品の聖地となる前は海水浴場や水族館で有名な町であり、年間でも 60万

人の観光客が訪れていた。しかし、2012年のアニメ放送開始をきっかけに大洗町は多くの観光

客で賑わいを見せ、地域としての観光資源をより一層高めた。この地域は主に若者のファンを

ターゲットに地域住民は動いており、観光客の方々とのコミュニケーションをとり、聖地に住ん

でいる人たちと話したことによって聖地にいる人と同じ目線になれることによりファンの満足度

を高め、また来たいという気持ちを作っている。この町の人たちは親切でありながらもサービス

精神も向上であり、観光客に楽しんでもらえるような企画やイベントを開催し、地域活性化に努

めていることが伝わった。このような行動はアニメ放送が終了したとしても、町の雰囲気も残し

つつ各年代の人たちの PR 方法にもつなげていかなければならないというのが今後の課題として

も考えられる。

5．まとめ

本論文は、アニメの聖地巡礼による観光振興について、「ゾンビランドサガ」と「ガールズ＆

パンツァー」のアニメ作品を事例とて検討することが目的である。日本におけるアニメ総作品数

は、アニメ制作技術向上、海外需要拡大などにより、増加傾向である。アニメ視聴者の中には、

アニメ作品の追体験を目的に作品舞台地域へ訪問するアニメファンがいる。アニメファンの行動

は、「アニメの聖地巡礼」と称され、地域振興に寄与するものである。アニメの聖地巡礼による
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観光振興には、アニメに関わる人々を巻き込みながら、イベントや商品・サービスの企画など

様々な用途に使用することができる。ゾンビランドサガとガールズ＆パンツァーでは、製作側と

地域側の信頼関係が高いことが確認できた。以下では、それぞれ取り組みから比較・考察を試み

る。

ゾンビランドサガは、デジタルスタンプラリーやコラボマンホール設置といった取り組みを佐

賀県全域で展開され、広域的なプロモーション機会となる。しかし、広域的であるために、一つ

一つのモデル地域の登場頻度が少なくなる。それゆえ、アニメに関連する取り組みを佐賀県内の

各地域間を比較したときに差がつく要因といえよう。例えば、筆者らの訪問時には、カフェモカ

以外にアニメ作品を介して、交流ノートの設置や従業員とファンとの交流を確認することができ

なかった。それゆえ、佐賀県民にゾンビランドサガの魅力を伝えていくことも求められる。ガー

ルズ＆パンツァーは、大洗町に限定されるものの地域住民にアニメ作品への理解が進み、主体的

な取り組みがあった。筆者らの訪問時には、商店街や大洗駅などを中心にキャラクターパネルや

大きなタペストリーが飾られていた。これが、地域住民とアニメファンとの間での交流も深まる

契機となる。放送開始から 10年が経過しても、その取り組みが継続するとともに、再訪者がい

るのである。同時にアニメを活かしつつも、地域の魅力づくりも取り組んでいた。

最後に、一つのストーリーとしてアニメ作品に地域が描写されたことは、アニメ作品に地域が

描かれることは、多様な人々が共有しやすいテーマを得る機会でもある。つまり、従来つながり

がない地域のモノやコトの連携構築を促す機会となるのである。アニメ聖地巡礼は、多くの人が

かかわりやすい観光振興の方策といえよう。

謝辞
本論文の作成には、関係者皆様へのヒアリングにより作成することができました。お忙しいところご

協力をいただき、心から感謝いたします。

注
⑴ 日本のどんなコンテンツが視聴されている？FUN! JAPAN オンライン調査結果を発表

https://fj-com.co.jp/articles/blog/funjapanlab/1736/
2020年 9月 6日アクセス

⑵ 酒井（2016）p.38
⑶ 米川（2019）p.328
⑷ アニメツーリズム HP 2023年 1月 31日アクセス

https://animetourism88.com/ja/SenkouKijun
⑸ 国土交通省（2005）映像等コンテンツの制作・活用による地域振興のあり方に関する調査報告書

p.49
⑹ 山村（2008）p.163
⑺ 映画やテレビドラマ、CM などのロケーションを誘致し、撮影がスムーズに進行するようサポートす
る非営利団体のこと。

⑻ 業務報告書 p.1

追手門学院大学地域創造学部紀要 第 8巻

― ５８ ―



⑼ 観光経済新聞 2019年 8月 12日「『佐賀県×ゾンビランドサガ』スタンプラリーの応募ハガキ数、前
年比約 3倍に」
https : / /www.kankokeizai.com/%e3%80%8c%e4%bd%90%e8%b3%80%e7%9c%8cx%e3%82%be%e3%83%b
3%e3%83%93%e3%83%a9%e3%83%b3%e3%83%89%e3%82%b5%e3%82%ac%e3%80%8d%e3%82%b9%e
3%82%bf%e3%83%b3%e3%83%97%e3%83%a9%e3%83%aa%e3%83%bc%e3%81%ae/

⑽ ヒアリングに対応していただいた方は、以下の通りである。
ヒアリング実施日：2022年 8月 18日

•佐賀県広報広聴課 近野顕次氏
⑾ 佐賀県全 20市町、計 30枚のマンホールが設置されている。
⑿ シシリアンライスは、温かいライスの上に炒めた肉と生野菜を盛り付けて、マヨネーズをかけたもの
である。お店ごとにアレンジして提供している。

⒀ 戦車同士の模擬戦である「戦車道」をテーマに、戦車戦の全国大会で優勝を目指す女子高生たちの奮
闘を描いたオリジナルアニメ。茨城県大洗町が作品のモデルとなっており、2012年 10月から 12月ま
でと 2013年 3月に放送された全 12話＋総集編 2話で放送された。さらに、2017年 12月からは、
「ガールズ＆パンツァー最終章」が全 6話で劇場公開される予定である。

⒁ ヒアリングに対応していただいた方は、以下の通りである。
ヒアリング実施日：2022年 1月 5日

•大洗観光協会 鬼澤保之氏
•大洗町役場商工観光課 小松崎海氏
•株式会社 Oarai クリエイティブマネジメント 常盤良彦氏

ヒアリング実施日：2022年 1月 6日
•鹿島臨海鉄道株式会社 鈴木賢嗣氏

参考文献リスト
•アニメツーリズムの定義（観光庁）
https://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/kankochi/theme_betsu.html#anime

•アニメツーリズム明言資料
https://www.kankokeizai.com/%e8%a6%b3%e5%85%89%e5%ba%81%e3%80%81%e3%80%8c%e3%82%a2%e
3%83%8b%e3%83%a1%e3%83%84%e3%83%bc%e3%83%aa%e3%82%ba%e3%83%a0%e3%80%8d%e3%80%
8c%e5%bf%8d%e8%80%85%e3%83%84%e3%83%bc%e3%83%aa%e3%82%ba%e3%83%a0/
•アニメ聖地の選定基準
https://animetourism88.com/ja/SenkouKijun

•岩城博之（2018）『関係人口による地方創生』みずほ総合研究所
•国土交通省・経済産業省・文化庁（2005）「映像等コンテンツの制作・活用による地域振興のあり方に
関する調査」
•佐藤尚之（2018）『ファンベース ──支持され、愛され、長く売れ続けるために』ちくま新書
•山村高淑（2008）『アニメ聖地の成立とその展開に関する研究 ～アニメ作品「らき☆すた」による埼
玉県鷲宮町の旅客誘致に関する一考察～』pp.145-164 国際広報メディア・観光学ジャーナル，7，北海
道大学
•山村高淑（2022）「コンテンツツーリズムの理論的枠組み構築に向けた若干の試論－〈共有可能な物語世
界〉は如何にして構築され得るのか？」pp.45-78 石毛弓・谷村要編『コンテンツツーリズムと文化遺
産』水声社
•指出一正（2019）『ぼくらは地方で幸せを見つける』ポプラ新書
•酒井亨（2016）『アニメが地方を救う！？ －聖地巡礼の経済効果を考える－』ワニブックス PLUS 新
書
•上田真弓（2007）『ファン・マーケティング－Web 2.0時代のマーケティング戦略』毎日コミュニケーシ
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ョンズ
•谷村要『文化（アニメ）による活性化』pp.79-84 橋本行史編著「地方創生－これから何をなすべきか
－」創成者
•田中輝美（2017）『関係人口をつくるー定住でも交流でもないローカルイノベーション』木楽舎
•風呂本武典（2019）『コンテンツツーリズムの課題と克服』pp.230-241 地域コンテンツ研究会（編著）
「地域×アニメ：コンテンツツーリズムからの展開」成山堂書店
•米川明彦（2019）『平成の新語・流行語辞典』東京堂出版
•岡本健（2009）『アニメ聖地巡礼の誕生と展開』北海道大学 p 37～P 40 北海道大学
https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/bitstream/2115/38112/6/chapter02.pdf

•株式会社日本投資銀行（2017年 5月）『コンテンツと地域活性化
•あそぼーさが（伊万里市編）2022年 12月 23日閲覧
https://www.asobo-saga.jp/zombielandsaga/imaricity

•あそぼーさが（佐賀県観光連盟）HP 2022年 12月 23日閲覧
https://www.asobo-saga.jp/

•アニメツーリズムの定義（観光庁）2022年 12月 23日閲覧
https://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/kankochi/theme_betsu.html#anime

•アニメ聖地の選定基準 2022年 12月 23日閲覧
https://animetourism88.com/ja/SenkouKijun

•一般社団法人アニメツーリズム協会 HP 2022年 12月 23日閲覧
https://animetourism88.com/ja

•伊万里湾大花火 2019 2022年 12月 23日閲覧
https://www.animatetimes.com/news/details.php?id＝1573961112

•唐津市歴史民俗資料館来場者数 2022年 12月 23日閲覧
https://www.city.karatsu.lg.jp/kikaku/kyoiku/documents/03rekishiminzoku20210224.pdf

•ゾンビランドサガマンホール 2022年 12月 23日閲覧
https://zombielandsaga.com/news/detail.php?id＝1102856

•ゾンビランドサガ 公式 2022年 12月 23日閲覧
https://zombielandsaga.com/1st/

•ゾンビランドサガ リベンジ 公式 2022年 12月 23日閲覧
https://zombielandsaga.com/

•第 5回ふるさと甲子園「行きたいまち NO 1受賞」 2022年 12月 23日閲覧
https://repotama.com/2019/09/116475/

•東京アニメ オブ ザイヤー部門作品賞グランプリ 2019 2022年 12月 23日閲覧
https://animefestival.jp/ja/post/10288/

•ネットユーザーが本気で選ぶ！アニメ総選挙 2018年間大賞 2022年 12月 23日閲覧
https://anime.nicovideo.jp/enquete/

•フィルムコミッションとは 観光用語集 JTB 総合研究所 2022年 12月 23日閲覧
https://www.tourism.jp/tourism-database/glossary/film-commission/

•佐賀県唐津市ふるさと納税返礼品 2022年 12月 23日閲覧
https://furunavi.jp/product_detail.aspx?pid＝434012

•R2スタンプラリー業務完了報告書 2022年 12月 23日閲覧
https://www.asobo-saga.jp/files/uploads/%E3%80%90%E6%8A%9C%E7%B2%8B%E3%80%91R2%E3%82%B
9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%95%E3%82%9A%E3%83%A9%E3%83%AA%E3%83%BC%E6%A5%
AD%E5%8B%99%E5%AE%8C%E4%BA%86%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8.pdf
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